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序     文 
 

ブラジル連邦共和国では、治安が大きな社会問題となっています。南米最大の都市サンパウロ

を擁するサンパウロ州においても例外ではなく、凶悪犯罪や犯罪グループの活動などによる治安

問題は、近年、改善は見られているものの深刻な状況が続いています。 

サンパウロ州において治安維持活動を担うサンパウロ州軍警察（PMESP）は、治安改善には、

それまでの犯罪「取り締まり」に加え、犯罪の「予防」が不可欠であるとし、1990年代に市民と

の交流及び信頼関係構築を通した地域警察活動の導入を打ち出しました。そのために諸外国警察

制度の分析を行い、そして試行錯誤の結果、日本の交番を中心とした地域警察活動を参考とし、

1997年から独自に交番の導入を始めました。日本は、2000年からサンパウロ州軍警察を対象とし

た本邦研修や短期専門家派遣を、また2005年1月から2008年3月までの3年間は、長期専門家による

現場での指導を含む「公共保安・地域警察活動プロジェクト」を実施し、サンパウロ州軍警察の

地域警察活動の強化を支援してきました。こうした協力を通じて、サンパウロ州では同州の状況

に適応した交番システムによる地域警察活動が確立されつつあります。 

このサンパウロ州の取り組み事例は、ブラジル国内全域における公共保安の改善・維持を促進

する国家公共保安局（SENASP）「公共保安のための住民連携国家プログラム」（PRONASCI）によ

り、地域警察の実践例として着目されるようになり、①サンパウロ州内での交番システムの定着・

拡大に加え、②サンパウロ州の経験を他州への共有を目的としたプロジェクトは、サンパウロ州

軍警察と国家公共保安局の両者合同で実施されてきました。 

本報告書は、本プロジェクトの協力期間終了を控え、2011年6月にプロジェクト活動実績の整

理・確認を行った結果を取りまとめたものであり、今後の本プロジェクトの運営のみならず、将

来における類似案件の計画・実施に広く活用されることを願うものです。 

最後に、本プロジェクトの実施にご協力いただいた警察庁をはじめとする関係機関の方々に対

し、心から感謝の意を表しますとともに、引き続き一層のご支援をお願いする次第です。 

 

2011年7月 

 

独立行政法人国際協力機構 

ブラジル事務所長 芳賀 克彦 
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終了時評価調査結果要約表 

１．案件の概要 

国名：ブラジル連邦共和国 案件名：交番システムに基づく地域警察活動普及

プロジェクト 

分野：ガバナンス 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：JICAブラジル事務所 協力金額（評価時点）：〔2011年6月現在執行額〕
計 54,802 千円 

 
 
協力期間 

（R/D）：2008年11月24日～2011年
11月23日 

先方関係機関：国家公共保安局、サンパウロ州軍

警察 
（ポルトガル語）Secretaria Nacional de Segurança 
Pública（SENASP） 
Polícia Militar do Estado de São Paulo（PMESP） 

（延長）： 日本側協力機関：警察庁 

（F/U）： 他の関連協力：国別研修〔2000～2003年〕 

 技術協力プロジェクト （2005～2008年） 

（E/N）（無償） 短期専門家派遣（5名） 

１－１ 協力の背景と概要 

ブラジル連邦共和国（以下、「ブラジル」と記す）では、ここ数年間治安状況の悪さが大きな

課題となっている。殺人、強盗、傷害などの発生数の統計的数値では改善がみられているもの

の、依然として発生率は高く、特に都市部を中心に全国的な社会不安の要因となっている。 
これまでの調査から、犯罪抑制への警察組織の取り組みは、犯罪率の低下や地域住民の安心

感向上に貢献することが証明されており、国家公共保安局（Secretaria Nacional de Segurança 
Pública：SENASP）は、2003年に定めた国家複数年度計画（Plano Plurianual：PPP）の中で「公
共保安のための国家統一システム（Sistema Único de Segurança Pública：SUSP）を制定、そのな
かで犯罪の抑制と平和的文化の構築のために「地域警察」を導入することを定めている。また

2007年には「公共保安のための住民連携国家プログラム」（Programa Nacional de Segurança a 
Pública com Cidadania：PRONASCI）も開始されている。 

SENASPが全国を対象に地域警察普及員研修を開催するなど、「地域警察」の概念がさまざま
な形で導入されているが、その実践にあたっては技術や情報不足、警察組織内部や地域住民の

理解不足などの問題を抱えている。 
他方で、サンパウロ州では1999年の「地域警察」導入から12年間の実践経験があり、また、

日本による協力（本邦研修、技術プロジェクト）も経て交番・駐在所を中心とした「日本式地

域警察」活動が一部で確立しつつある。そこで、サンパウロ州において普及・定着を進め、そ

れをモデルとして全国へ「地域警察」実践を拡大することを目的として本協力は実施された。

１－２ 協力内容 

（1）上位目標 

国家公共保安局（SENASP）が進める「公共保安のための住民連携国家プログラム」

（PRONASCI）を通じ、サンパウロ州軍警察（Polícia Militar do Estado de São Paulo：PMESP）

の経験を好事例とし、ブラジルに適した地域警察システムが国内に普及される。 

 

（2）プロジェクト目標 

1）地域警察の概念に基づいた交番システムiが、サンパウロ州全体に普及される道筋がで

                                                  
i 本プロジェクトで「交番システム」とは、交番/駐在所を拠点とした地域警察の実践方法を示す。 
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きる。 

 

2）PMESPによる交番システムの経験が、地域警察の導入、実施を試みるPRONASCI対象

12地域と共有される。 

 

（3）成果 

【プロジェクト目標A】 

1）PMESPにおいて、交番システムに係る警察官の専門知識、技術向上の仕組みがより強

化される。 

 

2）PMESPにおいて、交番システムに関連する各部署の役割が明確化し、それが強化され

る。 

 

3）サンパウロ州において、防犯活動の実践にあたっての地域住民の参画が促進される。

【プロジェクト目標B】 

4）PMESPの専門知識、技術及び人材が、SENASPによりPRONASCI対象12地域における交

番システム促進のために活用される。 

 

（4）投入（評価時点） 

1）日本側：68,101千円 

長期専門家派遣： 0名 

短期専門家派遣： 5名 

研修員受入： 57名 

ローカルコスト負担、その他 

2）ブラジル側： 

カウンターパート配置 6名 

土地・施設提供 

ローカルコスト負担 

その他（研修員の旅費等） 

２．評価調査団の概要 

 調査者 担当分野 氏  名 所  属 

総括/団長 吉田 憲 JICAブラジル事務所 次長 

地域警察活動 タニグチ キヨシ Cruz Azul Saude総務部（元軍警察中佐）長

協力評価 木村 信幸 JICAブラジル事務所 所員 

評価分析 Katyussa Vanessa Veiga コンサルタント 

調査期間 2011年6月6日～2011年6月17日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（1）プロジェクト目標 

終了時評価調査時点で、「地域警察の概念に基づいた交番システムが、サンパウロ州全体

に普及される道筋ができる。PMESPによる交番システムの経験が、地域警察の導入、実施

を試みるPRONASCI対象12地域と共有される。」というプロジェクト目標はおおむね達成さ



 

iii 

れていると判断できる。    

 

指標1． 

A-1 サンパウロ州の交番システムに適応した軍警察組織は満足するレベルで運用され

ている（チェックリストによる点数は50点を超している）。 

A-2 サンパウロ州全体に交番システムを拡大するための中期計画が開発される。 

交番システムの拡大を図るいくつかのアクションが既に進行中であり、サンパウロ州

にある警察官の出張所を交番に変えることも1つの例である。それには道路警察と環

境警察の出張所も含む。 

Aは達成された。 

A-1 サンパウロ州において、チェックリストによりモデル交番の運営管理のレベルを評

価したところ平均スコアが58.3点となり目標が達成された。 

A-2 2013年のFIFAコンフェデレーションズカップと2014年のワールドカップのような

大きなイベントが予定されているため、PMESP は2011年から2020年を対象期間とし

た中・長期計画から成る長期戦略計画を立てた。 

 

指標2． 

B-1 SENASP 主催の交番システムに関する研修とセミナーに参加している州の数は

PRONASCIの12地域すべてに当たる。 

B-2 国際地域警察普及員研修の参加者の95％はPMESP主催の交番システムの研修とセ

ミナーに参加した警察官である。 

B-3 国際地域警察普及員研修に参加した50％の警察官は学んだ知識と技術を出身の州

において実践している。 

Bは部分的に達成された。 

B-1 国際地域警察普及員研修には、12地域すべてから参加した。サンパウロで実施して

いる国際地域警察普及員研修は、軍警察官にとって重要な役割を果たした。SENASP 

は2009年に研修を受けた警察官からの需要によりPRONASCIの州において10回セミ

ナーを開催した。それにより軍警察官と住民との対話の促進に貢献した。2010年には

国際地域警察普及員研修のながれから交番所長と交番勤務員向けの研修教材を作成、

展開された。平行して本プロジェクトに参加している州において日本人専門家による

セミナーと技術視察を行った。このセミナーには軍警察官と一般住民も参加した。

2011年からSENASPは、本プロジェクトに参加しているPRONASCI地域において

PMESP の人材を活用して、交番所長と交番勤務員向けの研修コースを開催始めてい

る。 

    

B-2 PMESPで実施している国際地域警察普及員研修のすべての参加者は、PMESP主催の

交番システム研修・セミナーの参加者であった。 

    

B-3 PMESPで国際地域警察普及員研修を受けた軍警察官に対しアンケート調査を行っ

た結果によると、学んだ知識を少なくとも部分的に活用しているとの答えた者が

53.8％を占める。 

 

（2）各アウトプット 

アウトプット1：「PMESPにおいて交番システムの軍警察官の技術・専門的知識向上のメ

カニズムは強化されている」は達成されたと判断できる。 
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その根拠は、以下の理由による。 

    

指標（1）-1 PMESPの交番システムに関する警察官の研修システムが設置される。 

2008年には、サンパウロ州の第1036/08補足法により軍警察教育システムが設定さ

れ、上級教育と専門教育を軍警察官に提供することになった。その法律により実施

された教育は次のとおりである。 

1）特定養成のシーケンシャルコース 

2）学習補足のシーケンシャルコース 

3）学部コース 

4）大学院コース 

上記の法律では、4）における教育は士官専門コース（CAO）と警察上級コース（CSP）

を公共安全警察学に関する修士課程と博士課程として認めている。 

2009年10月の条令第54.911号は、2008年に軍警察教育システムを設定した法律を規

定し、このシステムの目的は地域警察の理念の基づき、軍警察官としての役割を果

たすべき人材育成を行うことであり、特に公安維持、パトロール、消防と市民防衛

活動に向けてある。 

全体的には、地域警察の科目がバーホブランコ士官学校（APMBB）、兵士上級学

校（ESSd）、軍曹上級学校（ESSgt）、治安ハイスタディセンター（CAES）と士官及

び兵士の専門コースにおいて挿入・維持されている。平行して地域警察人権司令本

部では、地域警察について研究・調査を行い、常に機関としての更新を図っている。

 

指標（1）-2 サンパウロ州とPRONASCIの12地域において、本プロジェクト実施中に、

普及員向けに定期的に研修とセミナーを実施している。 

サンパウロ州において普及員向けの研修やセミナーを実施している。遠隔教育な

どの技術を使用して同州地方の警察官向けの研修を行っている。交番所長とその交

番勤務員との間で常に交番の技術や情報の共有が行われていることが聞き取り調査

によって確認された。PRONASCIの地域においては、PMESPの実質的な参加は2つの

要素からなっている。 

1）他州からの支援要請 

2）SENASPからの渡航費、宿泊費、出張費、授業料等の負担 

    

指標（1）-3 本プロジェクトの範囲のなかで、日本からの専門家の評価によると、普及

員の視察時には交番・駐在所の警察官は適切な指導・指示を受けている。 

日本人専門家の報告書によると、PMESPにおいて地域警察活動の歴史が浅い割に

は視察した交番の交番所長は熱心に活動を行っている。更に部下にも日常の活動の

なかで地域警察の概念を伝え、指導しており重要な役割を担っている。 

    

指標（1）-4 PRONASCI地域の地域警察コーディネーターよりPMESPが実施している

研修のカリキュラムは良い評価を得ている。 

地域警察のコーディネーター向けのアンケート調査によると、研修の内容と形式

が適切であるとの評価を得たことは、共有された知識とカリキュラムのレベルが良

い評価されたことを示している。 

    

アウトプット2：「PMESPにおいては、交番の機能と能力は定義され、強化されている」。

は達成されたと判断できる。その根拠は以下の理由による。 
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指標（2）-1 定期的に標準化された情報交換（犯罪・事故データ、統計、指示等）がパ

イロット交番・駐在所と上層部との間で行われている。 

交番・駐在所で作成される従来の日常的な報告書と巡回連絡の報告書は、所属す

る中隊へ送られ、そこで月間報告書にまとめられた情報は、地域警察人権司令本部

へ送られる。この方式により情報のシステム化と統計が容易であり、交番システム

運営の技術サポートになる。 

また、地域警察人権司令本部と交番・駐在所間の統計、分析、指令等は犯罪デー

タシステム（INFOCRIM）や軍警察のイントラネットなどの電子システムによって行

われる。 

    

指標（2）-2 パイロット交番・駐在所は上層部へ送られた報告書に基づき、適切な指示

と支援を受けている。 

軍警察の指令は、交番からの報告書をもとにその区域の現実に見合った活動を行

うよう指示している。その情報に基づき、パトロールを強化しており、移動交番も

使用している。 

地域警察人権司令本部は採点方式を用いて、常に交番・駐在所の活動を監督して、

ランキング付けを行っている。 

    

アウトプット3：「サンパウロ州においては、予防処置採用に関してコミュニティの巻き

込みを図っている」は達成されたと判断できる。その根拠は以下の理由による。 

    

指標（3）-1 プロジェクト開始後に交番・駐在所により地域住民とともに一連の予防活

動が行われている。 

日本人専門家の報告書と終了時評価調査期間中視察した際、交番は常に地域住民

と協力していろいろな活動を展開している。なお、それぞれの区域の特徴に見合っ

た活動が行われている。 

それらによって、地域住民と軍警察官との関係が良くなり、その地域住民のリー

ダーを巻き込み、治安問題解決に向けて協力するようになっている。 

強調すべき点は、安全連絡協議会（Conselho Comunitário de Sequranca：CONSEG）

の役割は、市民社会と軍警察との交流を図ることにより局所的な問題の解決への参

画となる有効な手段となっている。 

    

アウトプット4：「SENASPがPRONASCIの12地域において交番システムを推進するにあた

り、PMESPの人材の技術・専門的知識が有効に活用されている」は部分的に達成され

た。その根拠は以下の理由による。 

    

指標（4）-1 PRONASCIの地域の75％で交番システムの研修やセミナーをPMESPの人

材と技術・専門的知識を使用して行っている。 

 

指標（4）-2 SENASPはPRONASCIの12の地域に対して需要に応じてPMESPの普及員を

定期的に派遣するシステムを設定している。 

ブラジルは共和国であるため、各州はそれぞれ軍警察を構成する自主性を有して

いる。そのため派遣システムは設定できていない。 

2011年SENASPに対して交番所長及び交番勤務員向けの研修コースの要請があっ

た。ただし、SENASPは審査や承認に数日必要であり、実施時期までに手続きが間に
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合わなかった。つまり、申請が遅かったため、ブラジリアとバイア州の要請には対

応することができなかった。PMESPがブラジリアでの研修コースへの支援はブラジ

リア連邦区軍警察の資金で行われた。また、ミナスジェライス州とエスピリットサ

ント州で行われる研修については、PMESPの講師を派遣する。 

なお、SENASPの予算の支援で日本人専門家によるセミナーが8州で実施され、

PRONASCIの全地域（州）の66.66％に相当する。残りの4州においては、未実施であ

る。 

    

指標（4）-3 PRONASCIの12の地域で行っている交番システムの研修とセミナーの内容

はPMESPの協力を得てSENASPが行っている。 

交番所長及び交番勤務員研修コースのカリキュラムの技術的な内容はPMESPが作

成したもので、SENASPの承認済みである。 

    

指標（4）-4 SENASPとPMESPは普及員を日本での研修に派遣する前に準備研修を行っ

ている。 

PMESPは、JICAとともにSENASPへの側面的な支援も行い、研修員の出発前に準

備研修も実施した。これによって既に地域警察人権司令部にあった情報を研修員た

ちに提供した。 

    

指標（4）-5 PMESPの人材と技術・専門的知識を利用して行われている研修とセミナ

ーは、PRONASCIの12の地域の70％のコーディネーターによって良い評価を得てい

る。 

PRONASCIの12地域における交番システムの交番所長と交番勤務員研修コースに

ついては、2011年より開始しており、まだ評価されていない。 

    

上位目標の達成見込み 

上位目標達成見込みに関しては、現在定められている指標に示される期限内での実現

に若干不安が残るが、自立発展性のある活動が展開されていることから時間の経過とと

もに、結果が表れてくることが予想される。 

 

（3）その他の成果の要約 

近隣諸国には、ブラジル政府の予算で国際地域警察普及員研修に招待し、サンパウロで

の取り組みを見習っていただくことができた。また、世界から注目されており、他国から

視察団の数も増えている。 

 

３－２ 評価結果の要約 

（1）妥当性 

本プロジェクトの妥当性は次の要素により非常に高い。 

1）ブラジルの公共秩序政策と一貫、法的秩序と一致 

本プロジェクトの上位目標とプロジェクト目標は、国家公共保安政策及びサンパウロ

州の公共保安政策にも沿っている。これはPRONASCIが、その時点で、本プログラムに

参加している州に対応するために、予定したアクションをもとに設定されたからであり、

容易に確認できることである。本プロジェクトは公共保安システムへ相応しており、こ

れは共和国憲法の第144条に公告されていることであり、暴力の予防に市民がその役割を

果す条件を提供している。また、交番システムは公共保安において民主的で参画モデル
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を優先しているからである。    

 

2）受益機関のニーズとの整合性 

地域警察活動の理念の制度化と日本と初めての技術協力プロジェクトにより可能とな

った交番システムを地域警察活動の手法としての実施開始後、PMESP においてその技術

の向上とサンパウロ州全体への普及が必要となった。本プロジェクトのデザインはサン

パウロ州において交番システムの強化と定着をもたらした。 

 

3）日本の協力政策との整合性 

本プロジェクトは、社会の不平などを緩和する政策に沿っており、日本政府の対ブラ

ジル事業展開計画における援助重点分野「社会開発（格差是正）」に位置づけられている。

 

4）プロジェクトのデザイン 

本プロジェクトのデザインは、2つの機関（SENASP、PMESP）、2つの目標があり、2

つの焦点を考慮した。そのため、各機関の責任が明確になり、実施過程が容易になり、

役割の重複が起きなかった。 

本プロジェクトは、PRONASCIをベースにデザインされて、参加している州に限られ

ていた。 

 

（2）有効性 

有効性は中・高である。 

サンパウロ州の地方警察官向けの研修に遠隔教育を採用したが、PMESPが採用したいく

つかのアクションは、交番システムの手法と理念を広める過程を迅速にした。常に行われ

ている研修カリキュラムの更新や警察管理システムGESPOL の見直しなどは、PMESP にお

いて、交番の手法の実施やその理念が制度化されてきていることを示している。 

目標Bに関しては、本プロジェクトは普及員研修を受けた軍警察官に地域警察活動の実施

において手法が必要であることの意識づけに役立った。その意味でサンパウロ市に交番シ

ステムを適応させることに成功した経験は、他州に関してもこのシステムの適応の可能性

を示している。 

SENASP、PMESP地域警察人権司令本部とサンパウロ市における交番所長と交番勤務員の

やる気が本プロジェクトの目標達成において重要であった。更にカウンターパート双方の

熱意及び良い活動を展開したことが挙げられる。 

 

（3）効率性 

効率性は中である。 

他州において交番の普及については、ブラジリア連邦区軍警察（PMDF）のようにSENASP

の支援によりPMESPの講師は派遣できなかった。そのため、PMDFは自費でPMESPの講師

にかかる旅費を負担した。SENASPによると、ブラジリアとバイア州に関しては、交番所長

と交番勤務員研修の費用が支給されなかった理由は、その支援依頼がPRONASCIの予算か

ら支給されるための、申請期限内に提出されなかったからである。 

 

（4）インパクト 

本プロジェクトのインパクトは高いとされる。 

交番システムの普及員、「交番所長と交番勤務員研修」を他州と他国の警察官に提供する

ことに関しては、PMESPの組織は強化された。 
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PMESPの観点からは、本プロジェクトは日本からの短期専門家の派遣により、技術指導

及び助言がこの手法の更新と適正化に貢献し、地域警察活動の交番システム手法の強化に

もつながり、サンパウロ州の交番と駐在所での活動が向上した。それと同時に交番所長及

び交番勤務員向けの研修に参加、または遠隔教育による研修実施によって、このモデルは

サンパウロ州への普及が可能となった。 

終了時評価調査期間中に行われた交番及び駐在所近辺に居住する住民の面接結果及び技

術評価員の報告書によると、交番システムの導入によって住民と警察との距離が縮まって

安全感が高まり、住民に対する他の行政機関の対応も良くなった。サンパウロ州全体にお

いて犯罪件数が減少したとのニュースもあり、それには交番システムの導入が重要な役割

を占めていると考えられる。 

 

4-1 期待されていなかったインパクト 

R/D署名後、ブラジル協力庁（Agência Brasileira de Cooperação：ABC）はブラジル政府

からの技術協力として中米の警察官を国際地域警察普及員研修に受入れることに興味を

示した。本プロジェクトは二国間協力であったが、ABCの支援により、このモデルを第

三国にも普及することを取り入れた。それにより、2008年から2010年の間に普及員研修

に51名の中米からの警察官を受け入れた。2011年度には中米（エルサルバドル、グアテ

マラ、コスタリカ）向けの本分野における第三国研修が採択された。また、ホンジュラ

スとエルサルバドル警察は、既に地域警察マニュアルを作成し、PMESP が共有した知識

について直接述べている。 

 

（5）自立発展性 

本プロジェクトはPMESPにより組織・技術的、SENASPにより政治的に良い自立発展性が

ある。 

本プロジェクトはSENASPが、市民権を有した公共保安のための住民連携国家プログラム

をもとにデザインしたものである。全体的には、2012年末までにPRONASCIの94アクショ

ンを取るためのSENASPの支出予定額は67億7百万レアル。したがって、本プロジェクトは

国家公安政策にサポートされており、交番システムの導入に興味のある他州に、サンパウ

ロ州の経験を広げるにおいて政治的、予算的にも展開の可能性をもっている。 

成長加速プログラム2（PAC 2）で交番の数を3,000増やす予定があり、そのための交番勤

務することができる人材、即ち地域警察活動を理解した人材の育成が望まれる。SENASP

は、既にブラジルの全州に対して地域警察の理念の研修コースを行っている。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

（1）計画内容に関すること 

本プロジェクトの本評価の範囲で行われた面接、視察と日本からの短期専門家の報告書

によると、サンパウロ州において、地域警察活動の交番システムが定着していることを確

認できた。それは軍警察が使用している研修カリキュラムや地域警察人権司令本部と交

番・駐在所の各所長の努力と責任感からうかがえる。PMESP において交番手法の組織への

取り込みはサンパウロ州と、後にはブラジルにおける地域警察活動の展開の自立発展性を

部分的に保証するものであり、SENASPといくつかの州の軍警察からは交番システムを他州

に普及するレファレンスとなっている。 

 

（2）実施プロセスに関すること 

1）地域警察活動はアクレ州、ブラジリア連邦区、パラ州、ミナスジェライス州、エスピ
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リットサント州、リオデジャネイロ州とその他で軍警察学校の科目として取り入れてい

る。地域警察活動の理念を普及させることは部分的に自立発展性を保証することになる。

 

2）PMESPが地域社会とInstituto Sou da PazやCONSEG等の団体との間で築いた良好な関係

は、サンパウロ州で本プロジェクトの効果を継続するにおいて重要なサポートとなる。

 

3）本プロジェクトに対するSENASPによる連邦レベルとPMESPによる州レベルでの高い責

任感が、本案件の有効性の大部分を保証するものである。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（1）計画内容に関すること 

特になし。 

 

（2）実施プロセスに関すること 

本邦研修に大統領の許可が下りるまで、非常に時間がかかり、出発前日に許可が下り、

手続きが開始できたことがあった。 

 

３－５ 結論 

本プロジェクトは小規模案件、ブラジル側の投入が日本側より多かったこと、及び評価5項目

の観点から良好な結果を生み出しており、効果的なプロジェクトであったと判断できる。 

 

３－６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

（1）日本人専門家によるセミナーが本プロジェクトに参加している4州でまだ行われていな

い。日本人専門家によるセミナーは極めて高く評価されており、セミナー参加者の定着度

も高いことから、プロジェクト終了までに訪問未済の4州でのセミナーを行うことが望まし

い。 

 

（2）本技術協力プロジェクトは、PMESPにおいて地域警察活動の手法に関する知識を定着さ

せ、強化してきた。今後、PMESPが必要としていることは、地域住民が治安の問題解決に

警察官と一緒に参加するための方策についての支援が求められている。 

 

（3）共和制による州の独立性のため、PMESPの支援により他州で行われる交番所長及び勤務

員研修の実施速度が遅い場合もある。本プロジェクトの成果が高く評価され、その結果

PRONASCIには現在、すべての州が参加している。また、上述のとおり、成長加速プログラ

ム2（PAC 2）で交番の数を2,883増やす予定であり、交番システムを担う人材の育成が急務

である。加えて、全ブラジルに広がる日本人を含む日系社会への配慮、当国経済成長に伴

う日本企業進出増加、即ち日本人駐在員の増加、国内各地で行われる大規模なイベント

（2014年ワールドカップ等）にも対応できるように本プロジェクト対象外の州においても

交番システムを普及定着させ、治安の安定を図るための方策が求められる。 

 

３－７ 教訓（当該プロジェクトから導き出された他の類似プロジェクトの発掘・形成、実施、

運営管理に参考となる事柄） 

（1）日本からカウンターパートへの知識の移転に関するコミットメントと双方の良好な関係

は、ブラジルで受けた知識の定着を強化した。 

 



 

x 

（2）地域警察の国家コーディネーションを担当する者がカウンターパート機関であることか

ら、本プロジェクトで発生した効果をブラジル国内での展開を円滑に進めることができた。

 

（3）プロジェクト活動実施に対するカウンターパート機関の適切な投入及びオーナーシップ

の高さが本技術協力プロジェクトの円滑な実施と効果の発現につながった。 

 

３－８ フォローアップ状況 

プロジェクト終了後、年度内に帰国研修員のフォローアップを通じて国際地域警察セミナー

を開催予定である。 
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第１章 終了時評価調査の概要 
 

１－１ 調査団派遣の目的 

本プロジェクトの終了を5カ月後に控え、終了時評価調査は、以下の点を目的として実施された。 

（1）プロジェクト開始時の協議議事録（R/D）及びプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）

に基づき、これまでのプロジェクト活動の進捗状況、実績、プロセス、目標の達成見込みを

整理及び確認する。 

 

（2）日本側としては小規模案件ではあるが、ブラジル側の投入が大きかったために総額ベース

では大規模案件として扱うべきであること、過去の協力の集大成的案件であることから、評

価5項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）を評価する。 

 

（3）進捗状況、達成度を踏まえ協力期間終了までに対応すべき事項を確認のうえ、具体的対応

策、スケジュールについて協議し、合意する。また、協力終了後の対応について協議を行う。 

 

１－２ 調査団員の構成 

（1）ブラジル側 

1）国家公共保安局（Secretaria Nacional de Segurança Pública：SENASP） 

・Cel. Erisson Lemos Pita 

地域警察国家コーディネーター・プロジェクトコーディネーター 

・Cap. Muriel Mendonça Dias Silva 

 

2）サンパウロ州軍警察地域警察・人権指令本部（Polícia Militar do Estado de São Paulo, Diretoria 

de Polícia Comunitária e Direitos Humanos：PMESP/DPCDH） 

・Cel. Luiz de Castro Júnior 

地域警察・人権指令本部長、プロジェクトコーディネーター 

・Ten. Cel. Lilian Cristina da Silva 

・Cap. Daniele Cristina Oliveira de Freitas 

・Cap. Carlos Henrique Lucena Folha 

 

（2）日本側 

・吉田 憲（団長） 

独立行政法人国際協力機構 ブラジル事務所次長 

・Mr. José Kiyoshi Taniguchi（地域警察専門評価員） 

Cruz Azul Saude 総務部長 

・Ms. Beatriz Porfírio Graeff（専門評価員） 

教育局学校・市民権保護スーパーバイザー 

・木村 信幸 

独立行政法人国際協力機構 ブラジル事務所 

三角協力・社会班プロジェクトコーディネーター 
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・Ms. Carmen Akemi Kawano 

独立行政法人国際協力機構 ブラジル事務所 プロジェクトアシスタント 

・Ms. Xaman Korai Minillo 

独立行政法人国際協力機構 ブラジル事務所 評価コンサルタント 

・Ms. Katyussa Veiga 

独立行政法人国際協力機構 ブラジル事務所 外部評価コンサルタント 

 

１－３ 調査団の調査期間 

2011年6月6日（月）～6月17日（金） 

NO 月/日 曜日 時間 内 容 備考 

1 6/6 月  国家公共保安局（SENASP）インタビュー  

2 6/7 火  ブラジリア連邦区郡警察（PMDF）インタビュー  

3 6/8 水  リオデジャネイロ州軍警察（PMRJ）インタビュー  

4 6/9 木 10:30 

12:30 

ピンドラマ駐在所所長及び住民インタビュー  

5 6/10 金 10:00 

12:00 

オスカルダシルバ交番所長及び地域住民インタビュー  

14:00 

16:00 

ヴィラフォルモザ交番所長及び地域住民インタビュー  

6 6/11 土  データ入力  

7 6/12 日  ドラフト作成、修正  

8 6/13 月 

 

午前 カウンターパートとの日程内容の確認  

14:00 

16:00 

ペンヤ交番所長及び地域住民インタビュー  

9 6/14 火 9:30 

12:00 

Álvaro Batista Camilo総司令官インタビュー 

Luiz de Castro Junior地域警察人権司令部長インタビュー 

Taniguchi中佐インタビュー 

 

15:00 地域住民代表者インタビュー  

10 6/15 水 9:00 第11回国際地域警察普及員研修視察  

午後 団内協議  

21:00 JICA本部及び警察庁とのテレビ会議 サンパウロ

出張所 

11 6/16 木  ミニッツ協議  

12 6/17 金 午前 ドラフト修正、完成  

午後

14:30 

ミニッツ署名式  

第11回国際地域警察普及員研修終了式  
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第２章 プロジェクトの概要 
 

２－１ プロジェクトの背景 

サンパウロ州で軍警察は、1960年代の軍事政権時代に、基本的には領土、制度・機関の防衛等

に使われた。 

そのような理由から、軍警察はブラジル全州で社会からある程度離れてしまった。1988年のブ

ラジル国憲法公布により、ブラジルの民主主義化の過程のなかで構造的変化が促進されるように

なった。 

サンパウロ州軍警察（Polícia Militar do Estado de São Paulo：PMESP）は、ファベーラナヴァール

（スラム）の事件において、数人の軍警察官の不祥事の責任を直接問われ、それから警察活動の

代替方式・理論等を求めた。その時期の社会・政治的背景としてリオデジャネイロのシダーデ・

デ・デウスの暴力事件、給料アップとより良い労働条件を求めるいくつかのストなどがマスコミ

に報道されていた。1990年代末の公共保安に関する状況は社会と軍警察、特にPMESPを機関とし

ての改良へ促進した。 

この状況からPMESP総司令部は、軍警察を社会に再び近づけるために、それまでとは違う代替

警察活動を探し求めた。そこから地域警察活動の理念が軍警察に定着し始めた。世界中で実施さ

れている地域警察活動のモデルとして、米国、カナダ、ロンドン及び日本の活動を取り上げた。

そのいくつかのモデルの実施を試みたが成功には至らなかった。サンパウロ州軍警察は日本人社

会との接触により日本の警察庁との協力が可能になった。これにはサンパウロにおける日系社会

の存在が大きく、その結果として軍警察内でも日系人の存在が大きいことが貢献した。 

2000年以降、国際協力機構（JICA）は、PMESPと日本の警察庁との協力を支援している。それ

により、PMESPに日本の地域警察活動の概念を導入、実施しており、2005年から2008年において、

初めての技術協力プロジェクトとして交番システムを導入・標準化しました。ブラジルでは、交

番をBCS（Bases Comunitária de Segurança）と呼んでいる。 

今回評価対象のプロジェクトは、協議議記録（Registro de Discussões：R/D）が2008年に署名さ

れてから3年間の有効期間にPMESPで交番システムの普及を強化するとともにサンパウロ州にお

いて良い成果を出した経験を他州に普及させる趣旨である。 

 

２－２ プロジェクトの概要 

本プロジェクトの目的及び成果は、PDM0に次のように決められている。 

    

（1）上位目標 

国家公共保安局（Secretaria Nacional de Segurança Pública：SENASP）が進める「公共保安の

ための住民連携国家プログラム」（Programa Nacional de Segurança a Pública com Cidadania：

PRONASCI）」を通じ、PMESPの経験を好事例とし、ブラジルに適した地域警察システムが国

内に普及される。 

 

（2）プロジェクト目標 

1）地域警察の概念に基づいた交番システムiが、サンパウロ州全体に普及される道筋ができる。 

                                                  
i 本プロジェクトで「交番システム」とは、交番/駐在所を拠点とした地域警察の実践方法を示す。 
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2）PMESPによる交番システムの経験が、地域警察の導入、実施を試みるPRONASCI対象12

地域と共有される。 

 

（3）成果 

【プロジェクト目標Ａ】 

・PMESPにおいて、交番システムに係る警察官の専門知識、技術向上の仕組みがより強化さ

れる。 

・PMESPにおいて、交番システムに関連する各部署の役割が明確化し、それが強化される。 

・サンパウロ州において、防犯活動の実践にあたっての地域住民の参画が促進される。 

 

【プロジェクト目標Ｂ】 

・PMESPの専門知識、技術及び人材が、SENASPによりPRONASCI対象12地域における交番シ

ステム促進のために活用される。 
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第３章 評価方法 
 

本評価調査の準備段階では討議議事録（R/D）、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM0）

とJICAブラジル事務庁のコーディネーターから提供された情報を基に、PDMeの設定に向けて作業

が行われた。そこから評価表を作成し、本評価調査の評価方針を実現した。 

評価調査の第二段階は情報収集であり、PMESPが行った研修報告書や研修員へアンケート調査

を実施し、ブラジリアとサンパウロの当局関係者に聞き取り調査をした。それによって5つの評価

項目の観点から本プロジェクトが評価された。 

評価調査の最終段階での評価チームは、本プロジェクトを強化することを勧告した。学んだこ

とは、JICAのプロジェクト管理システムにフィードバックするために強調された。 

 

３－１ 評価項目と指標 

評価表はミニツ（M/M）の付属資料4のとおり。 

 

３－２ データ収集と分析 

３－２－１ データ収集方法 

本評価調査において、次のデータと収集方法が使用された。 

1）R/D、PDM0とPO等のプロジェクト書類 

2）本プロジェクトの初期評価チームの報告書 

3）短期専門家の報告書 

4）現場での聞き取り調査 

5）パイロット交番と駐在所の視察 

6）本プロジェクトのファイルでの文献調査及び他の資料での調査 

 

３－２－２ 評価基準 

プロジェクト評価手法のプロジェクト・サイクル・マネジメント（PCM）のなかで本プロジ

ェクトは、次の5項目評価基準の観点から評価される必要がある。 

妥当性：この基準によると、プロジェクトの上位目標とプロジェクト目標は、評価時におい

て対象グループが必要としていることに関する妥当性を評価する。 

 

有効性：この基準によって、本プロジェクトの中心的な目的、またはその期待される達成度

合いが評価される。それには常にインプットと成果を比較する。 

 

効率性：この基準は、本プロジェクト実施の生産性を評価する。すなわち、インプットが実

際に成果につながったかを確認する。 

 

インパクト：本プロジェクトの実施により得た、期待または期待されていなかった、直接ま

たは間接的、ポジティブまたはネガティブインパクトを評価する。 

 

持続性：協力終了後も活動を持続できる能力を評価する。 
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第４章 プロジェクトの実績と現状 
 

４－１ インプット 

インプットの概要を下記に示す。本評価調査は、プロジェクトのR/DとPDM0によって予定され

ていたインプットのおおむねが行われたことを確認した。 

PMESPにとっては、本プロジェクト実施用に向けられた支出の正確な数字を提供することは難

しい。 

 

（1）ブラジル側 

1）サンパウロ州軍警察（PMESP） 

①JICAとSENASPとの協力によって地域警察活動を普及するためのワーキング・グループが

機能している。 

・カウンターパートが指名され、活動の推進が保証されている。 

②専門家に同行する将校を指名し、情報の共有と相互の知識向上を図る。 

・日本人専門家に同行し、行われるすべての活動に参加する将校を1名指名する。 

③交番システムの研修とセミナーのために普及員を派遣（交番所長を含む）する。 

・国際地域警察普及員研修で交番システム普及員を72名養成する。 

④SENASPとの協力によりサンパウロ州において研修コースの実施。 

・現在までPMESPにおいてSENASPとJICAの協力により11回の研修コースが行われ、軍警察

の436名の士官が養成されている。本プロジェクト終了までにもう1回コースが行われる

予定である。 

 

2）国家公共保安局（SENASP） 

①SENASPと協定のある州の警察官がサンパウロで交番システム普及員研修に参加する経

費（日当、宿泊、航空券、教材、講師謝金）。 

・SENASPは、PRONASCIからの連邦政府の予算で11回の国際地域警察普及員研修を実施し

た。この11回の研修により、SENASPと協定のある地域の313名の軍警察士官が研修を受

講した。 

②PRONASCIの12地域から本邦研修に参加するための派遣経費（航空券、日当、宿泊）（年

12名×3年）。 

・現在までSENASPは、PRONASCIの連邦政府の予算を使用して24名の軍警察官をサンパウ

ロへ出発前のオリエンテーションへ送り、その後本邦研修に派遣した。 

③PRONASCIの12地域へ知識を普及させるために普及員を派遣する経費（航空券、日当、宿

泊）。 

・PRONASCIの地域での交番システムの交番所長と交番勤務員向けの研修に関する活動は、

本プロジェクト最終年の2011年に始まった。ブラジリア、バイア州、ミナスジェライス

州とエスピリットサント州の軍警察から支援の依頼があった。SENASPによると、ブラジ

リアとバイア州の依頼があった時は、既に締め切られていたため、事務的な理由で実現

できなかった。ブラジリアの軍警察はPMESPの普及員を招き、自費で研修を行った。ミ

ナスジェライス州の依頼はSENASPが受け入れ、エスピリットサント州の依頼は承認段階
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にある。 

・SENASPは各州にセミナーと交番システムの技術指導を行うために、日本人専門家の派遣

に対する航空券を負担した。州政府は、その活動に関するロジスティックスの費用を負

担した。 

・PMESPで行われている研修を普及させることと12州における交番システムによる地域警

察プロジェクト展開に関する協議と成果共有のために26州のコーディネーターの会合に

おける全員の航空券、日当、宿泊を負担した（2010年3月に行われた活動）。 

④プロジェクトのコーディネーターの任命 

・カウンターパートを任命することにより、プロジェクトの推進を図った。 

 

（2）日本側 

1）PRONASCI対象地域の研修員（12人/年×3回）を本邦研修実施及び受入れに必要な経費。 

・PRONASCI対象地域の警察官22名とSENASPから5名を本邦研修で受け入れた。本プロジ

ェクト終了前にもう1回の本邦研修が予定されている。PRONASCI 対象地域からは毎回11

名という決まりがあり、そのとおり実施された。合計27名の警察官が研修を受けた。 

2）短専門家派遣（3～6回）。 

・短専門家5名が派遣された。 

3）本邦研修（PMESP対象 10人/年×3回）。 

・PMESPから合計30名が派遣された。 

 

４－２ 活動 

評価調査チームは、PDMと活動計画表（PO）により活動は成功したと評価した。SENASPに対

して行われたいくつかの州からの依頼は、締め切りを過ぎていたので受入れられなかった。 

本プロジェクト開始後、SENASPは提携している州に日本人短期専門家を技術指導とセミナーに

派遣することを依頼した。これは結果として、PMESPからそれらの州へ人材が派遣されなかった

ことを緩和した。 

このR/Dには含まれていなかったが、ブラジル外務省国際協力庁（Agência Brasileira de 

Cooperação：ABC）は国際地域警察普及員研修に中米からの参加者を招待した。 

本プロジェクトの終了にはこの活動は行われなかった。 

 

４－３ 成果 

成果1：PMESPにおいて、交番システムに関する軍警察官の技術・専門知識向上のメカニズムは

強化されている。 

 
指  標 

1-1 PMESPの交番システムに関する警察官の研修システムが設置された。 
 
1-2 サンパウロ州とPRONASCIの12地域において、本プロジェクト実施中に普及員たちは定期的に

研修とセミナーを行っている。 
 
1-3 本プロジェクトの範囲の中で、日本人専門家の評価によると、普及員の視察時には交番・駐在

所の警察官は適切な指導・指示を受けている。 
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1-4 PRONASCI対象地域では、コーディネーターからPMESPが行った研修のカリキュラムは良い評
価を得ている。 

    

成果1は達成された。 

    

指標1-1：PMESPは、警察官のために交番システムによる地域警察活動の養成システムを設定

した。本プロジェクトの第1フェーズの終了時評価にあったたように、PMESP の警察学校

のカリキュラムに取り入れて実施中である。2007年には、令達PM3-002/03/07（2007年1月19

日）により、PMESPの上級教育システムの6つの支援機関の１つである上級軍曹養成学校に

おいて、交番の警察活動に関する兵士用の専門研修が設けられた。 

2008年には、サンパウロ州の第1036/08 補足法により軍警察教育システムが設定され、上

級教育と専門教育を軍警察官に提供することになった。その法律により設定された教育は

次のとおりである。 

1）特定養成のシーケンシャルコース 

2）学習補足のシーケンシャルコース 

3）学部コース 

4）大学院コース 

この書類では、4）における教育は士官専門コース（CAO）と警察大学校（CSP）を公共

安全警察学に関する修士課程と博士課程として認めている。 

2009年10月の条令第54.911号は、2008年に軍警察教育システムを設定した法律を規定し、

このシステムの目的は地域警察の理念に基づき、軍警察官としての役割を果たすべき人材

育成を行うことであり、特に公共保安維持、パトロール、消防と市民防衛活動に向けてあ

る。 

全体的には、地域警察の科目がバーホブランコ軍警察士官学校（APMBB）、兵士上級学

校 （ESSd）、軍曹上級学校（ESSgt）、治安ハイスタディセンター（CAES）と士官及び兵士

の専門コースにおいて挿入・維持されている。平行して地域警察人権指令本部では、地域

警察について研究・調査を行い、常に機関としての更新を図っている。 

 

指標1-2：サンパウロ州において普及員たちは研修やセミナーを行っている。遠隔教育などの

技術を使用して、同州において交番システムの普及を行っている。交番所長とその交番勤

務員との間で常に交番のテクニックや情報の共有が行われていることが聞き取りによって

確認された。PRONASCIの地域においては、PMESPの実質的な参加は2つの要素からなって

いる。 

1）他州からの支援要請 

2）SENASPからの航空券、日当、宿泊、講師謝金等の負担 

 

指標1-3：日本人短期専門家の報告書によると、PMESPにおいて地域警察活動の歴史が浅い割

には技術視察した交番の所長は熱心に活動を行っている。 

PMESP、地域警察人権本部の報告書によると、日本人短期専門家はセミナーで講演など

を行い、国際地域警察普及員研修での講義実施し、日本の地域警察活動や日本の社会・経

済の現実などについて研修員からの質問に答えている。更に交番の所長は部下の警察官に
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日常の活動のなかで地域警察の概念を伝え、その活動のルールを守るように指導する重要

な役割を担っている。 

 

指標1-4：PRONASCIの対象12州のうちサンパウロ州を除く11州を対象とした、各州の地域警

察の地方コーディネーター11名へのアンケート調査（ただし、アンケートを返送したのは9

名のみ）によると、2名は、提供されているコースの内容と形式は適切であると評価してい

る。他の2名は、部分的に適切であると答え、残りの5名は、その質問に答えていない。ま

た、この研修で得た知識の適用性については、5名が高から中であり、4名は質問に答えて

いない。 

研修内容と形式が適切であるとの評価と、共有された知識の適用レベルが良いというこ

とは、カリキュラムが良く評価されたことを示している。 

 

成果2：PMESPにおいては、交番システムでの交番の機能と能力は定義され、強化されている。 

 
指  標 

2-1 定期的に標準化された情報交換（犯罪・事故データ、統計、指示等）がパイロット交番・駐在
所と上層部との間で行われている。 

 
2-2 パイロット交番・駐在所は、上層部へ送られた報告書に基づき、適切な指示と支援を受けてい
る。 

 

成果2は達成した。 

 

指標2-1：交番・駐在所で作成される日常的な報告書と巡回連絡の報告書は、その交番の所属

する中隊へ送られ、そこで月間報告書にまとめられた情報は地域警察人権司令本部へ送ら

れる。この方式により情報のシステム化と統計が容易であり、交番システム運営の技術サ

ポートになる。地域警察人権司令本部と交番・駐在所間の統計、分析、指令等は（INFOCRIM）

犯罪データシステムや軍警察のイントラネットなどの電子システムによって行われる。 

 

指標2-2：軍警察の指令機関は、交番からの報告書を基にその区域の現実に見合った活動を行

うよう指示している。報告書の情報に基づき、パトロールを強化し、移動交番を配置して

いる。地域警察人権司令本部は採点方式を用いて、常に交番・駐在所における活動の監督

をしてランキング付けを行っている。評価項目には、地域警察人権司令本部の交番用の手

順を守っているかなど、以下のことがチェックされる。 

・各報告書の用紙の使用 

・掲示板 

・最低人数 

・広報紙 

・社会プロジェクト 

 

成果3：サンパウロ州においては、予防処置の実施に地域住民を巻き込んでいる。 

 



 

－10－ 

指  標 

3-1 プロジェクト開始後に交番・駐在所により地域住民とともに一連の予防活動が行われている。

 

成果3は達成された。 

 

指標3-1：本プロジェクトの終了時評価調査期間に行われた交番視察及び日本人短期専門家の

報告書によると、交番は常に地域住民と協力していろいろな活動を展開している。なお、

それぞれの区域の特徴に見合った活動が行われている。その内容は地域社会に対する福祉、

レジャープロジェクトや教育キャンペーンなどである。 

それらによって地域社会と軍警察官との関係が良くなり、その地域のコミュニティリー

ダーを巻き込み、治安問題解決に向けて協力するようになる。 

社会プロジェクトの展開は、軍警察官を社会と近づける方法であり、ブラジルの状況で

は特別な機能を果たしている。それにより、相互関係を良くして信頼と支援を高めている。

交番所長との聞き取りにより軍警察官は福祉活動の推進を図っていることが確認されている。 

日本人短期専門家の報告書によると、いくつかの交番は資金不足のため広報紙の発行を

停止している。しかし、地域社会との情報共有や安全情報の伝達に重要なため、専門家は

発行の必要性を強調している。また、発行紙のコストはカラー印刷ではなく、モノクロ印

刷にすれば、かなり安くなる。 

強調すべき点は、CONSEGの役割は市民社会と軍警察との交流を図ることにより、局所

的な問題の解決への参画とともに有効な手段となっている。CONSEG、地域警察人権司令

部やその他の地域社会の代表との聞き取りで報告されたことは、交番ができる以前の状況

では地域住民がCONSEGに参加するのは必要に応じてであったが、交番ができてからは積

極的に参加するようになり、治安問題解決に向けて案を出すようになった。 

交番のある地域社会の代表や地域警察人権司令部の指導者などの見方によると、交番の

警察官はその地域の象徴的な存在となっている。 

交番で展開している社会プロジェクトは、インターネット上で「グッドプラクティスの

展望台」によって公表されている。いくつかの活動は認められて、Vila Formosa交番のよう

にMario Covas（元サンパウロ州知事）賞のような人権賞を受賞している。 

 

成果4：PRONASCIの12地域において交番システムをSENASP が推進を図ることにPMESP の人

材の技術・専門的知識が有効になっている。 

 
指  標 

4-1 PRONASCIの12地域の75％で、交番システムの研修やセミナーをPMESPの人材と技術・専門的
知識を使用して行っている。 

 
4-2 SENASP はPRONASCIの12の地域に対して需要によって、PMESPの普及員を定期的に派遣する
システムを設定している。 

 
4-3 PRONASCIの12の地域で行っている交番システムの研修とセミナーの内容は、PMESPの協力を
得てSENASPが行っている。 

 
4-4 SENASPとPMESPは普及員を日本での研修に派遣する前に準備コースを行っている。 
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4-5 PMESPの人材と技術・専門的知識を利用して行われているコースとセミナーは、PRONASCIの

12の地域の70％のコーディネーターによって良い評価を得ている。 

 

成果4は部分的に達成された。 

 

指標4-1, 2：ブラジルは共和国であるため、各州はそれぞれ軍警察を構成する自主性を有して

いる。2011年にSENASPに対して「地域警察の交番所長と交番勤務員向けの研修コース」の

要請が、締め切り後にあった州に関しては、直接支援することができなかった。そのため

にブラジリアとバイア州の要請には対応することができなかった。PMESPがブラジリアで

のコースへの支援はブラジリア軍警察の資金で行われた。しかし、SENASPへ要請があり、

対応されたのは、ミナスジェライス州とエスピリットサント州におけるPMESPの軍警察官

派遣による「地域警察の交番所長と交番勤務員向けの研修コース」の実施である。 

PMESPの支援による「各地域（州）における交番所長と交番勤務員向けの研修コース」

は、各地域で普及員の数が足りなかったため、その数が揃ってから、プロジェクトの終わ

りの段階で始まるとSENASPでは解釈していた。 

平行してSENASPによる予算のサポートで、日本人短期専門家によるセミナーが8州で実

施され、PRONASCIの全地域（州）の66.66％に相当する。 

 

指標4-3：「地域警察交番システムの交番所長と交番勤務員研修コース」のカリキュラムは

PMESPの技術的な内容であり、SENASPが承認済みである。次の段階では、このカリキュラ

ムは各州の必要性に見合った内容に見直すべきだと解釈している。 

 

指標4-4：PMESPは、JICAとともにSENASPのロジスティックサポートのもとで、日本へ研修

に派遣される前軍警察官のレベリングコースを実施した。これによって、既に地域警察人

権司令部にあった情報を軍警察官たちに提供し、その段階で必要とされる足りない情報を

求めるようにした。 

 

指標4-5：PRONASCIの「地域（州）における交番システムの交番所長と交番勤務員研修コー

ス」については、2011年に開始しており、まだ評価されていない。 

 

４－４ プロジェクトの目標 

目的A：地域警察活動に基づく交番システムは、PMESPによって、サンパウロ州全体に普及可能

な形に設定された。 

 

目的B：PMESPの交番システムに関する経験は、地域警察活動を導入、または実施する意思のあ

るPRONASCIの12の地域と共有される。 

 
指  標 

A-1 サンパウロ州の交番システムに適応した軍警察組織は、満足するレベルで運用されている（チ
ェックリストによる点数は50点を越している）。 

 
A-2 サンパウロ州全体に交番システムを拡大するための中期計画がある。 
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B-1 SENASP 主催の交番システムに関するトレーニングとセミナーに参加している州の数は
PRONASCIの12地域すべてにあたる。 

 
B-2 コースの95％の参加者は、PMESP主催の交番システムの研修とセミナーに既に参加した軍警察
官である。    

 
B-3 本プロジェクト中に連絡の取れた帰国研修員の50％は学んだ知識を活用している。 

 

目標Aは達成した。 

 

指標A-1：サンパウロ州において第1、第2と第3と3つのフェーズに分けて段階的にモデル交番

の数を拡大したが、交番の運営管理レベルをチェックリストで評価した結果を表４－１に

示す。 

 

表４－１ 交番の運営管理レベル評価平均スコア 

 2009年 2010年 2011年 
54モデル交番の運営管理レベルをチェックリストで評
価した平均スコア 

44.62 58.27 58.3 

出所：サンパウロ州軍警察地域警察人権司令本部 

 

しかし、上記の数字はPMESPの拡大計画のなかで異なった実施レベルの現実を表しているこ

とを考慮しなければならない。そのため、Rotary 交番（平均スコア98.83）とRanieri交番（平均

スコア98.16）は第1のモデル交番とされており、Penha交番（平均スコア46.16）は第3のモデル

交番である。 

 

交番システム実施のフェーズ別のスコアは表４－２に示す。 

 

表４－２ 交番システム実施フェーズ別スコア 

 フェーズ1 
（8 交番） 

フェーズ2 
（12 交番） 

フェーズ3 
（34 交番） 

2009年 80.31 61.39 30.17 
2010年 92.75 65.42 44.21 
2011年 85.56 62.33 46.78 

 

50点以上の交番の数は： 

 

表４－３ 交番システム実施スコア50点以上の交番数 

2009年 2010年 2011年 
23 交番 33 交番 32 交番 
42.59％ 61.11％ 59.25％ 

出所：サンパウロ州軍警察地域警察人権司令本部 

 

上記の表４－３からは、PMESPの観点から満足するレベルで運用されている交番の数は多い

ことが分かる。 
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しかし、交番の実施フェーズが異なることから、行われている仕事の質を高めるにはより大

きなフォローと奨励が必要である。 

プロジェクトのフェーズ1の終了時評価報告書と日本人短期専門家のPMESPが適応して内部

化した地域警察活動の手順とプロトコルの確認によると定着したモデルがあり、完全に普及可

能であることがいえる。数人の短期専門家の観点からは、日常業務の履行のほかにいくつかの

交番はグッドプラクティスとされる活動を行っており、他の交番へ普及すべきである。 

 

指標A-2：交番システムの拡大を図るいくつかのアクションが既に進行中であり、サンパウロ

州にある警察官の出張所を交番に変えることも1つの例である。それには道路警察と環境警

察の出張所も含む。 

平行してまず、第一段階として、サンパウロ州北西部の軍警察官に対して遠隔教育によ

り活動の理念を普及している。プロモーターコースも地域社会の部分に対してテスト段階

である。 

PMESPは、2011年から2020年の期間における長期戦略計画を立てた。この期間には、2013

年のFIFAコンフェデレーションズカップと2014年のワールドカップのような大きなイベン

トが予定されているため、中・長期アクションを取ることをめざしている。 

    

目標Bは部分的に達成した。 

指標B-1：サンパウロで行われた研修活動は、地域警察活動実施の指導において手法が必要な

ことを研修を受けた軍警察官に感じさせることに重要な役割を果たした。SENASPは2009

年に研修を受けた警察官からの需要によりPRONASCIの州において10回セミナーを開催し

た。それにより軍警察官と市民との対話を促進する。2010年には「交番システムの交番所

長と交番勤務員研修コース」の教材作成を担当し、普及員コースにもその活動が展開され

た。平行して本プロジェクトに参加している州においては、日本人短期専門家によるセミ

ナーと技術指導を行った。このセミナーには軍警察官と一般市民も参加した。2011年から

SENASP が中心にPRONASCI地域においてPMESP の人材を活用して、「交番システムの交

番所長と交番勤務員向けのコース」を開催し始めた。 

 

指標B-2：PMESPの国際地域警察普及員研修（CIMPC）においてSENASPがPRONASCI の地域

の警察官用の席は100％埋めた。表４－４にはサンパウロでの研修CIMPCを受けた士官の人

数をリストで示している。 

 

表４－４ サンパウロで研修CIMPC受講士官人数リスト 

（単位：人） 

 2008 2009 2010 2011 計 

サンパウロ 6 20 31 15 72 

PRONASCI 57 111 83 62 313 

中米 18 27 6 0 51 

合計     436 
出所：サンパウロ州軍警察、地域警察人権司令本部 
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指標B-3：PMESPで研修を受講した軍警察官が答えた117のアンケートによると、25％は研修

で学んだ知識を多く活用している、28.8％は部分的に活用している、11.53％は少ししか活

用していない、1.92％は何も活用していないと答えている。その結果によると、全体的には

学んだ知識を多くまたは部分的に活用している軍警察官は53.8％である。 

 

４－５ 上位目標 

ブラジルの地域警察システムは、サンパウロ州軍警察の経験をグッドプラクティスの事例とし

て活用し、国家公共保安局（SENASP）が公共保安のための住民連携国家プログラム（PRONASCI）

によって普及されている。 

本プロジェクトは、PMESP で起きている変化を他州の軍警察が気づくことをもたらし、ブラジ

ルで交番システムが発展するために必要な認識をもった人たちが養成されたことを、この共同評

価チームは信じている。地域警察活動を促す国家公安政策を実施するほか、日本人短期専門家に

よるPRONASCIの州への技術指導は、地方自治体とマスコミに交番システムが有効であることを気

づかせる重要な役割を果たしているとSENASPは認識している。伝統的な考え方をもつ警察官が、

この地域警察の理念に対して示す抵抗は、PMESPが示す道を他州が歩み、それによって地域警察

活動を他州が除々に取り込むことによって、緩和されつつある。 

SENASPは、PRONASCIを通じて地域警察活動実施の政策を誘発、フォローしている。そのなか

でPMESPは交番システムの普及センターであることを認め、これこそブラジルにとって現実に有

効なシステムである。この協力に参加している州のコーディネーターの評価によると、33.33％は

本プロジェクトの範囲で行われた活動は、その州で地域警察活動を展開するにおいて十分であっ

たと答えている。66.67％は、研修を受けた士官の数が少なく、州の軍警察の考え方を変えるほど

ではないことに加えて、将校と戦略的立場にある管理者に研修を受けさせる必要があるため、十

分ではなかったと答えている。 

SENASPとPMESPとの間で交流が継続され、各州において交番システムの実施に対して常に支援

があれば、本プロジェクトの上位目標達成は可能である。さらに、本プロジェクトに参加してい

ない州を巻き込む戦略も必要である。日本の警察庁の支援の継続も重要であり、ブラジルの現状

に見合った活動の適応に関する指導がこのシステムの普及を迅速化する。 

 

４－６ 実施過程 

地域警察人権司令部の組織力と高いコミットメントは本プロジェクト実施の適切な進捗に大き

く貢献した。 

さらに、SENASPとPMESPとの良好な協力関係によって本プロジェクトは強化された。 

本プロジェクトに参加している州への日本人専門家の派遣は、各軍警察と世論の意識づけを加

速する効果があり、主なマスコミに大きく取り上げられていることから確認できる。 

ブラジル側からは国家公共保安副局長に日本での研修に参加する依頼があった。これは初期の

計画には入っていなかったが、本プロジェクトにとっては重要とされている。 

ブラジルは共和制を取っており連邦政府と州政府は互いに独立した関係にあることから、各州

に対してSENASP が行う地域警察活動導入のための促進政策の有効性は、各州の公共保安政策決

定者の地域警察活動導入に対する自主性に影響される。そのため、PO の4．（4）の活動は、2011

年になってから開始され、本プロジェクトの成果4の範囲を制限した（成果4参照）。 
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第５章 5項目評価の結果 
 

サンパウロで終了時評価調査中にデータ収集によって妥当性、有効性、効率性、インパクトと

自立発展性において分析が可能となった（5項目評価の詳細については、付属資料4参照）。 

 

５－１ 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は、次の要素により非常に高い。 

（1）ブラジルの公共秩序政策と一貫、法的秩序と一致 

1）本プロジェクトの上位目標とプロジェクト目標は国家公共保安政策に沿っており、サン

パウロ州の公共保安政策にも沿っている。これはPRONASCIが、その時点で本プログラムに

参加している州に対応するために、予定したアクションをもとに設定されたからであり、

容易に確認できることである。本プロジェクトは、公共保安システムへ相応しており、こ

れは共和国憲法の第144条に公告されていることであり、バイオレンスの予防に市民がその

役割を果す条件を提供している。それは交番システムが公共保安において民主的で参画モ

デルを優先しているからである。 

 

（2）受益機関のニーズの整合性 

地域警察活動における理念の制度化と日本と初めての技術協力プロジェクトにより可能と

なった交番システムを地域警察活動の手法としての実施開始後、PMESPにおいてその技術の

向上とサンパウロ州全体への普及が必要となった。実施されたプロジェクトのデザインはサ

ンパウロ州において交番システムの強化と定着をもたらした。 

 

（3）日本の協力政策との整合性 

本プロジェクトは、社会の不平等を緩和する政策に沿っており、日本政府がブラジルへの

協力のなかで優先される点である。 

 

（4）プロジェクトのデザイン 

本プロジェクトのデザインは、2つの目標から出る2つの焦点を考慮した。各機関の責任を

明確にしたため、実施過程が容易になり、役割の重複が起きなかった。 

ブラジル政府が交番システムを全国にモデルと提案しているが、その普及過程において政

治的に大きな影響力をもつ国家公共保安副局長の日本への訪問は行われた。 

本プロジェクトは、PRONASCIをベースにデザインされて、参加している州に限られており、

新たに地域警察活動の交番システムを採用することに関心のある州が加わることは予想され

ていなかった。 

 

５－２ 有効性 

有効性は中・高である。 

サンパウロ州の地方の警察官の研修に遠隔教育を採用したなど、PMESPが取ったいくつかのア

クションは、交番システムの手法と理念を広める過程を迅速にした。常に行われている研修カリ

キュラムの更新や警察管理システム（GESPOL）の見直しなどは、PMESPにおいて交番の手法の実
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施やその理念が制度化されてきていることを示している。 

目標Bに関しては、本プロジェクトは研修を受けた軍警察官に地域警察活動の実施において手法

が必要であることの意識づけに役立った。その意味で、サンパウロ市のようなところに交番シス

テムを適応させることに成功した経験は、他州に関しても、このシステムの適応の可能性を示し

ている。 

SENASP、地域警察人権司令本部とサンパウロにおける交番システムの交番所長と交番勤務員の

やる気が本プロジェクトの目標達成において重要であった。更に双方のカウンターパートが良い

活動を展開したことが挙げられる。PMESPは組織として2000年以降構造改革を行っており、日本

の警察庁がそれに対応してくれていることを認めている。 

研修参加者の観点では、PMESPで講義したインストラクターのレベルが高いことと教材、施設、

理論と実習を交互に行うなど良い点が挙げられた。それが本プロジェクトの有効性に部分的に貢

献している。 

目標AとBの達成にはレベルの差が出ていることが明確である。目標Bの達成は、成果4で説明し

た要因のために中とされる。 

 

５－３ 効率性 

効率性は中である。 

他州において交番の普及については、ブラジリアの軍警察のようにSENASPによって未対応の

依頼があった。この場合は、ブラジリアでの研修PMESPの専門家を招き、その費用はブラジリ

ア軍警察が負担した。SENASPによると、ブラジリアとバイア州に関しては、交番所長と交番勤

務員研修の費用が支出されなかった理由は、その依頼がPRONASCIの予算から支給されるための

締め切りに間に合わなかったからである。 

中米の参加者に提供された研修は、良いインパクトを得たが本プロジェクトの目標達成には

貢献しなかった。 

日本側にとっては、本プロジェクト実施において行われたコストシェアは資金の効率性を良

くした。日本における研修の実施にカウンターパート側から予算が支出したのは初めてのこと

だと聞いている。 

 

５－４ インパクト 

（1）本プロジェクトのインパクトは良いとされる。 

交番システムの普及員、交番所長と交番勤務員研修を他州と他国の警察官に提供すること

に関しては、PMESPの組織は強化された。 

PMESPの観点から本プロジェクトは、日本からの短期専門家の派遣により、その技術指導

がこの手法の更新と適正化に貢献し、地域警察活動の交番手法の強化につながりサンパウロ

州の交番と駐在所での活動が向上した。それと同時に「交番システムの交番所長と交番勤務

員研修」に出席、または遠隔教育により研修することで、このモデルをサンパウロ州への普

及が可能となった。 

終了時評価調査のなかで行われた、交番と駐在所の地域住民の聞き取りと技術評価員の報

告書によると、交番システムの導入によって住民と警察との間の距離が縮まって安全感が高

まり、住民に対する他の行政機関の対応も良くなった。サンパウロ州全体において犯罪件数
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が減少したとのニュースがあり、それには交番システムの導入が重要な役割を占めていると

考えられる。 

ミナスジェライス州で移動交番の使用のニュースが日本の警察庁へも伝わったと聞いてい

る。サンパウロ州では、住民とマスコミが交番と駐在所のことをポルトガル語の頭文字「BCS」

と「BCSD」ではなく、「Koban」と「Chuzaisho」の日本名をそのまま使っている理由は、日

系社会の特徴が強く、交番システムを良く受け入れてくれたことを示している。SENASPによ

ると、アラゴアス州は地域警察活動を初めて「Koban」の名前で警察組織に取り入れた軍警察

である。 

 

（2）期待されていなかったインパクト 

協議議事録（R/D）署名後、ブラジル外務省国際協力庁（Agência Brasileira de Cooperação：

ABC）はブラジル政府からの技術協力として中米の警察官を普及員研修に受入れることに興

味を示した。本プロジェクトの二国間協力は、ABCの支援により第三国の要素を取り入れて

いる。それにより、2009年と2010年の間に国際地域警察普及員研修（CIMPC）で51名の外国

からの警察官が研修に参加している。本プロジェクトの予期されていなかったインパクトは

この活動の直接の結果である。日本の2011年の会計年度の初めには、日本とブラジル政府は

交番システムをグァテマラ、エルサルバドル、コスタリカで地域警察活動展開の強化のため

に、第三国研修を承認した。ホンジュラスとエルサルバドルの警察は地域警察マニュアルを

作成し、そこではPMESP が共有した知識について直接述べている。エルサルバドルの場合は、

在エルサルバドル日本大使館が寄付した移動交番を持っていることとエルサルバドルとサン

パウロの警察とのつながりが交番システムの導入に関する支援を容易にしている。 

1）SENASPの職員に付き添われたケニア国の視察団に、サンパウロ州とリオデジャネイロ

州の軍警察の成功事例が紹介された。 

2）SENASPの職員に付き添われたガーナ国の視察団に、本技術協力プロジェクトによって

得られたブラジリア軍警察の成功事例が紹介された（期待されていなかったインパクト）。 

 

５－５ 自立発展性 

本プロジェクトは、PMESPにより組織・技術的、SENASPにより政治的に良い持続性がある。 

本プロジェクトはSENASPが、市民権を有したPRONASCIをもとにデザインしたものである。全

体的には、2012年末までにPRONASCIの94アクションを取るためのSENASPの支出予定額は67億7

百万レアル。したがって、本プロジェクトは、国家公共保安政策にサポートされており、交番シ

ステムの導入に興味のある他州にサンパウロ州の経験を広げるにことにおいて政治的、予算的に

も展開の可能性をもっている。 

成長加速プログラム2（PAC 2）で交番の数を890増やす予定があることは、州からの要請があれ

ばブラジル連邦政府は必要なインフラ整備を部分的に提供して支援する準備があることを示して

いる。SENASPは、既にブラジルの全州に対して地域警察の理念の研修コースを行っている。 

本プロジェクトの終了時評価調査の範囲で行われた聞き取り調査、視察と日本人短期専門家の

報告書によると、サンパウロ州において地域警察活動の交番システムが定着していることを確認

できた。それは軍警察が使用している研修カリキュラムや地域警察人権司令本部と交番・駐在所

の交番所長の努力と責任感からうかがえる。PMESPにおいて、交番手法の組織への取り込みはサ
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ンパウロ州と後にはブラジルにおける地域警察活動の展開の自立発展性を部分的に保証するもの

であり、SENASPといくつかの州の軍警察からは交番システムを他州に普及するレファレンスとさ

れている。 

地域警察活動はアクレ州、ブラジリア、パラ州、ミナスジェライス州、エスピリットサント州、

リオデジャネイロ州とその他で軍警察学校の科目として取り入れられている。地域警察活動の理

念を普及させることは部分的に自立発展性を保証することになる。 

PMESPが地域社会とInstituto Sou da PazやCONSEG等の団体との間で築いた良好な関係は、サン

パウロ州で本プロジェクトの効果を継続するにおいて重要なサポートとなる。 

本プロジェクトに対するSENASP による連邦レベルとPMESP による州レベルでの高いコミッ

トメントがプロジェクトの有効性の大部分を保証しており、ブラジルにおいて交番システム普及

の自立発展性と定着を保証するものである。ここで再び強調すべきことは、本プロジェクトの予

算においては、ブラジル側の負担は日本より多かったことである。 
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第６章 評価の結論 
 

６－１ 成果において 

本プロジェクトは、PMESPの強化に関して目標Aを達成しており、サンパウロ州全体に交番シス

テムを拡大することが可能である。目標Bの有効範囲は、本プロジェクトの外部要因である各州に

おける公共保安政策実施の自主性により制限され、それによって各州での交番システム実施のた

めのPMESPからの支援要請も自主性により制限される。 

 

６－２ 5項目による評価 

終了時評価調査では、本プロジェクトは国家公共保安政策の面でもPMESPの技術的な必要性の

面でも妥当性は高いと評価された。効率性も有効性も高く、特にコストシェアリングと実施機関

のコミットメントが高いことから実施された活動が高水準であり、日本からの短期専門家の改善

提案には組織として高水準の対応をしている（サンパウロ州）。サンパウロでの交番システムの地

域住民に対しても警察組織としても、高くて良いインパクトをもたらし、更に中米において本プ

ロジェクトの設定では期待していなかったインパクトがあった。この過程の自立発展性の一部は

PMESPの責任と組織としての高いコミットメントによって保障され、予算に関してはブラジル連

邦政府のサポートがあるため他州への地域警察活動の普及が保障される。 

 

６－３ 自立発展性とインパクトを促進する要因 

・地域警察人権司令部と交番所長のモチベーションが高い。 

・PMESPが適応した交番システムを、SENASPが他州に普及すべき地域警察活動のグッドプラクテ

ィスのモデルとして認めている。 

・地域警察活動の理念に直結した公共保安政策の誘発に関して中央政府に従ってSENASPのコミッ

トメントがある。 

 

６－４ 自立発展性とインパクトを阻害する要因 

具体的な公共保安の取り組みは各州に権限があるため、連邦レベルで全国一律に地域警察の導

入を義務づけることができない。 

よって、各州が独自の権限の範囲で、各州内での地域警察の導入を図っているため、その継続

性が州の政策に影響されてしまう。 

 



 

－20－ 

第７章 提 言 
 

（1）日本からの専門家によるセミナーが、本プロジェクトに参加している4州においてまだ行わ

れていない。交番勤務経験のある日本人警察官によるセミナーは極めて高く評価されており、

研修員（セミナー参加者）の定着度も高いことから、プロジェクト終了までに訪問されていな

い4州でのセミナーを行うことが望ましい。 

 

（2）本技術協力プロジェクトは、PMESPにおいて地域警察活動の手法に関する知識を定着させ、

強化してきた。今なおPMESPが必要としていることは、地域住民が治安の問題解決に警察官と

一緒に参加するための方策についての支援の徹底である。 

 

（3）共和制による州の独立性のため、PMESPの支援により他州で行われる「交番システムの交番

所長と交番勤務員研修コース」の実施の速度が遅い場合もある。本プロジェクトの成果が高く

評価され、その結果PRONASCIには現在、すべての州が参加している。また、上述のとおり、

成長加速プログラム2（PAC 2）で交番の数を2,883に増やす予定であり、交番システムを担う人

材の育成が急務である。加えて、ブラジル全土に広がる日本人を含む日系社会への配慮、同国

経済成長に伴う日本企業進出の増加、すなわち、日本人駐在員の増加、国内各地で行われる大

規模なイベント（2014年ワールドカップ等）にも対応できるように、本プロジェクト対象外の

州においても交番システムを普及定着させ、治安の安定を図るための方策が求められる。 
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第８章 教 訓 
 

（1）日本からカウンターパートへの知識の移転に関するコミットメントと双方の良好な関係はブ

ラジルで受けた知識の定着を強化した。 

 

（2）地域警察の国家コーディネーションを担当するものがカウンターパート機関であることから、

本プロジェクトで発生した効果をブラジル国内での展開を円滑に進めることができた。 

 

（3）本プロジェクト活動実施に対するカウンターパート機関の適切な投入及びオーナーシップの

高さがプロジェクトの円滑な実施と効果の発現につながった。 

 



付 属 資 料 

 

１．ミニッツ（ポルトガル語） 

 

２．ミニッツ（英語） 
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